
東京都スポーツ推進総合計画の改定
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世界陸上・デフリンピックの気運醸成
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世界陸上・デフリンピックの気運醸成について
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（ 参考） 海外諸国のデフ リ ンピ ッ ク 認知度（ 日本財団調査）
アメ リ カ 39.8％ ブラ ジル 38.0％ 韓国 30.1％
イ ギリ ス 28.4％ ド イ ツ 21.6％ フ ラ ンス 18.6％

都内のデフ リ ンピッ ク 認知度

➣ 都内のデフリンピック認知度が急速に上昇
（R５ 14 .8%  → R６ 39 .0%）

＜これまでの主な取組＞

・大会１ 年前など節目の機会を捉えて様々なイベントを実施

・自治体と連携し、広報紙等で大会情報を発信

・自治体のイベント等にブースを出展
（ R5: 108回、R6: 90回(12月末時点)）

・「まなぼう! デフリンピック」を都内全小学校4～6年生約34万人に配布

・アスリートと子供が一緒にスポーツを楽しむ体験教室を開催

＜今後の取組＞

・大会100日前等節目をとらえた取組や直前期の集中的なPR等に
より、大会プロモーションを強化

・世界陸上開催時、世陸財団をはじめとした関係者と連携し、
会場周辺で一体的な盛り上げや都の魅力を発信

・デフリンピック開催時、デフリンピックスクエアでのUC技術展示やPR

・手話をベースに動きで伝える新しい応援スタイル 「サインエール」を活用し
大会時に競技会場で応援
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【都から提供・貸出可能なコンテンツ】
●チラシ（両大会の概要(日・英)、デフリンピック概要、手話のダンス

楽曲「しゅわしゅわ☆デフリンピック︕」の踊り方）
●ポスター（世界陸上︓ロゴ、コアグラフィックス、アンバサダー

デフリンピック︓エンブレム、アスリート、アンバサダー）
●パネル（大会概要、アスリート競技写真等）
●「学ぼう︕デフリンピック」
●動画データ（両大会PR動画、デフリンピックPR動画、手話のダンス

楽曲「しゅわしゅわ☆デフリンピック︕」等）
●デフリンピックエンブレム マグネットバッジ、缶バッジ、ステッカー
（デフリンピックマグネットバッジについては3月下旬に各自治体追加送付予定）
申請方法や具体的なコンテンツ内容については、R6.12.25に各区市町村スポーツ主管課宛にメール
送付済の通知（※）をご覧ください。

※ R6.12.25付「東京2025デフリンピック・東京2025世界陸上関連コンテンツの提供、貸出等について」（更新）

大会本番に向け更に気運を高めていくため、大会のPRにご協力をお願いいたします。

世界陸上・デフリンピックの気運醸成について

► 両大会の気運醸成に資する取組については 「区市町村スポーツ推進補助事業」において支援を行っています。
ぜひご活用ください。（補助事業の概要については、説明資料80ページをご覧ください。）

► 大会直前など節目を捉えたPRにご協力をお願いいたします。
（取組例）関連施設でのポスター掲出やデジタルサイネージでの動画放映、広報誌への大会情報の掲載、

コミュニティバス(地域公共交通)内デジタルサイネージでの動画放映 など
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＜これからの取組＞

〇UC機器導入支援

・引き続き、情報バリアフリーの取組を促進するため、

「ユニバーサルコミュニケーション技術導入に係る推進事業」を継続し、

各区市町村の施設への機器導入に対して支援を実施（ 福祉局所管、補助率２ /３ 、上限300万円）

＜これまでの取組＞

〇ユニバーサルコミュニケーション（ UC） 機器の活用

・都庁舎など、全38施設の都有施設に、音声を多言語で表示する

透明ディスプレイを設置

・鉄道駅では、アナウンスを多言語でスマホに表示するシステムを導入

・各区市町村でも、機器導入に対する都の補助を活用し、多言語翻訳

タブレット等を導入

ユニバーサルコミュニケーション（ UC） 機器の導入について

都・区市町村の連携で東京2 0 2 0 大会のレガシーをさらに発展させ、共生社会への歩みを加速

都は東京2 0 2 5  世界陸上及び東京2 0 2 5  デフリンピックを契機に、国籍や障害のあるなしに関わらず、

デジタル技術を活用したユニバーサルコミュニケーションを促進し、「いつでも・どこでも・誰とでも」つながる

インクルーシブな街・東京の実現を目指しています。

透明ディ ス プレ イ

多言語音声翻訳アプリ
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世界陸上及びデフリンピック大会期間中における子供の参画機会について（概要）

申込方法など実施期間、場所子供の参加機会大会

・都内に在住・在学の18歳以下の子供（引率者含み４万席）
・申し込みは６月頃より、観戦を希望する個人（保護者）が

専用のWebページより申込み

9月13日（土）
〜21日（日）
国立競技場

競技観戦

世
界
陸
上

・都内の小学校4〜6年生（〜150名/回(1日最大5回予定)）
・所要時間 2時間程度
・都教育庁「令和7年度笑顔と学びの体験活動プログラム」として
実施

・申込みは締切済。対象校には4月頃連絡

9月16日（火）
〜19日（金）
国立競技場

世界陸上体験
及び陸上競技教室
（仮題）

・都内の小中高生(特別支援学校含む)。1校当たり40~320人
程度

・所要時間 1時間程度（競技観戦は30分程度）
・都教育庁「令和7年度笑顔と学びの体験活動プログラム」として
実施

・申込みは6月頃より、各学校が直接Webページより申込み

11月17日（月）
〜21日（金）
及び25日（火）
各競技会場

競技観戦（＊1）

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・都内の小中高生(特別支援学校含む)
・所要時間 1時間程度（手話レクチャーや競技体験などを想定）
・都教育庁「令和7年度笑顔と学びの体験活動プログラム」として

実施
・申込みは6月頃より、各学校が直接Webページより申込み

11月17日（月）
〜21日（金）
及び25日（火）
国立オリンピック記念
青少年総合センター

体験活動（＊1）

（＊1）デフリンピックの「競技観戦」「体験活動」は各学校いずれかを選択
26



東京2025世界陸上を契機とした
スポーツ振興事業について
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●「世界陸上体験及び陸上競技教室(仮題)」

34年ぶりに東京で開催される「世界陸上競技選手権大会」の機を捉え、大会期間中、
実際の会場において、”本物”の雰囲気を体感し、体育やスポーツ、体を動かすことへ
の興味・関心を喚起します。

併せて、一流の指導者から陸上競技の指導を受ける陸上教室に参加し、走る、跳ぶ、
投げるといった基本的な身体能力の向上に寄与します。

小学校4~6年生（特別支援学校・学級、小中一貫校を含む)対象
令和7年9月16日(火)〜19日(金)実施日
~150名/回（1日最大5回実施予定)設定人数
2時間程度所要時間
・世界陸上・国立競技場に関する概要説明 (20分)
・陸上競技教室(屋内) (35分）
・トラック入場＆試走体験 (35分)
・メダルセレモニー会場見学 (30分)

※ 滞在時間は現時点での想定です。（具体的には5月以降に決定）
※ それぞれの時間には、国立競技場内の移動時間を含みます。

行程
(予定)

東京2025世界陸上を契機としたスポーツ振興事業について

※申し込みは締め切りました。対象校には4月頃ご連絡予定です。

●「スポーツドリル（仮称）」の作成・配布

陸上競技の解説や上達するためのトレーニングを紹介する冊子（スポーツドリル(仮称)）
を作成し、HPで公開するとともに、都内小学4~6年生に学校を通じて配布します。
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東京2025 デフリンピック
子供の観戦及び体験活動事業
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別紙２

11/2511/2111/2011/1911/1811/17子供定員
（ 人/回）

地区会場競技名No
火金木水火月

○○○○○○1,000 程度
世田谷区
目黒区

駒沢オリ ンピ ッ ク 公園総合運動場
陸上競技場

陸上競技1

○○○○○○1,000 程度調布市武蔵野の森総合ス ポーツ プラ ザバド ミ ン ト ン2

○○○○○○100 程度大田区大田区総合体育館バス ケッ ト ボール3

○○○○○50 未満大田区大森ふる さ と の浜辺公園ビ ーチバレ ーボール4

○○○○○○200 程度
世田谷区
目黒区

駒沢オリ ンピ ッ ク 公園屋内球技場ハンド ボール5

○○500 程度足立区東京武道館柔道6

○500 程度足立区東京武道館空手7

○○未定伊豆大島伊豆大島オリ エン テーリ ング8

○○○500 程度江東区東京アク アティ ク ス セン タ ー水泳9

○○○500 程度
渋谷区
新宿区

東京体育館卓球10

○○○○○○200 程度江東区有明テニス の森テニス11

○○○○○300 程度
世田谷区
目黒区

駒沢オリ ンピ ッ ク 公園総合運動場
体育館

バレ ーボール12

○50 未満府中市府中市立総合体育館レ ス リ ン グ（ グレ コ ロ ーマン ）13

○○○○○○未定渋谷区
国立オリ ンピ ッ ク 記念青少年総合
センタ ー

デフ リ ン ピ ッ ク ス ク エア14

※「 子供定員」 と は、 プロ グラ ム１ 回当たり の人数です。 各日、 複数回の入れ替えを想定し ており ま す。

対象競技や日程は2 0 2 4 年1 0 月１ 日時点のも のであり 、 今後、 変更の可能性があり ま す。観戦対象競技等・ 日程

-3-
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令和７年度区市町村スポーツ推進補助事業

令和７年度スポーツ空間バージョンアップ
補助事業
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【 事業概要】
急速な高齢化やデジタ ル化等、 ス ポーツ を取り 巻く 環境が変化する 中、 誰も がス ポーツ を「 楽し み」 、 ス ポーツ を 行う 「 人」 が輝く ス ポーツ 振興を 実現する ため、

身近な場でス ポーツ ができ る 環境の拡大やパラ ス ポーツ の普及など 区市町村が実施する ス ポーツ 振興事業に対し て支援
⚫ 区市町村策定の計画等によ る ス ポーツ 推進、 都の新計画の視点で都の方向性に沿ったス ポーツ 推進（ 子供、 働き 盛り 世代、 女性、 シニア向け取組 等）
⚫ パラ ス ポーツの普及、 地域における 連携体制の構築、 障害者の施設利用の促進等に係る 事業
⚫ 大会当該年と なる 世界陸上・ デフ リ ン ピッ ク の直前期及び大会期間中における 気運醸成に係る 取組
⚫ 誰も が身近な場所で気軽にス ポーツ ができ る 場の確保、 ユニバーサルデザイ ン 化の推進

令和７年度 区市町村のスポーツ振興施策への支援

補助メニューの概要 【 R7予算額： 7.48億円】 （ R６ 同額）

※１ 初年度の補助率は２ /３ 、 ２ 年目以降は１ /２
※２ 国庫補助等と 併用の場合は１ /３

※重点事項についてオレ ン ジ色で記載

補助率 補助限度額 予算額 事業期間

1/3

・うち、東京2025世界陸上又は東京2025デフリンピックの気運醸成に資する取組

（ 条件を満たした場合、限度額200~ 400万円を引上げ）
2/3

1/2

・うち、東京2025世界陸上又は東京2025デフリンピックの気運醸成に資する取組

（ 条件を満たした場合、限度額200~ 400万円を引上げ）
2/3

・障害者のスポーツ実施に向けて、スポーツ、医療、福祉等の関係者等による連携体制を

 構築して企画・検討された取組（ 補助率、限度額200万円を引上げ）

1/2

～2/3

※１

1/2

(１ )スポーツ環境の拡充

(２ )ユニバーサルデザイン化の

　　 推進

4/5

※2

事業区分 事業内容

【ソフト】

区市町村スポーツ推進補助

事業【新規】

(１ )地域スポーツ推進事業

・区市町村策定のスポーツ振興計画等によるスポーツ推進に資する取組

3.47億円 ～R9年度

・うち、東京都スポーツ推進総合計画の視点で都の施策と方向性が合致する取組

１ 　子供・働き盛り世代・女性・シニアをターゲットとしたスポーツ推進の取組

２ 　スポーツボランティアなどスポーツの担い手の活用・育成に係る取組

３ 　デジタル技術（ eスポーツ、VR・AR、ユニバーサルコミュニケーション技術等） を活用した取組

４ 　東京2020大会等レガシーに係る取組

５ 　地元の企業や大学等の多様な主体と連携した取組

６ 　都主催のスポーツイベント等と連携したイベント等の実施

　　（ スポーツを通じた健康増進事業との連携、GRAND　CYCLE　TOKYOとの連携）

1/2

(２ )パラスポーツ推進事業

・体験会や講演会など、都民のパラスポーツへの関心度向上を目的とした取組

・スポーツ教室や指導者の育成など、障害者のスポーツ実施率向上を目的とした取組

原則: 250万円

【世陸・デフ加算分】

1事業実施200万円

複数事業実施200万円

【連携体制加算分】

200万円

最大: 8 5 0 万円

/区市町村
・スポーツ施設における障害者の利用促進に資する備品整備

原則: 300万円

【世陸・デフ加算分】

1事業実施:200万円

複数事業実施:200万円

最大: 7 0 0 万円

/区市町村

【ハード】

スポーツ空間バージョンアップ

補助事業

・新たなスポーツ活動の場の創出、学校施設の市民開放、デジタル技術の活用、暑さ対策、省エネ化

5,000万円

/施設
4.01億円 ～R7年度

・パラスポーツの推進に係る工事

・誰もがスポーツに親しめる環境を推進する工事（ ユニバーサルデザイン化）

(３ )国際大会開催等の推進

・全国大会等の開催を見据えた競技環境向上に向けた工事

・東京2025世界陸上又は東京2025デフリンピックの競技会場および練習会場のための工事

・東京2025世界陸上又は東京2025デフリンピックの事前キャンプのための工事

1/2

※2
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①申請事業の補助率について、2 /3 に引上げ
②区市町村の補助限度額について、１ 事業を実施する場合は2 0 0 万円引上げ、

補助限度額について、複数事業を実施する場合はさらに2 0 0 万引上げ ※予算の範囲内で対応

東京2025世界陸上又は東京2025デフリンピックの気運醸成に資する取組 補助率・補助限度額の引上げ

【R7における取組例】

項 目

１ アスリート 関連

(1 ) アスリート等の地域交流・学校訪問に係る事業

(2 ) アスリート等による講演会、競技体験会等

２ イベント 関連

(1 ) 大会気運醸成イベント

(2 ) 東京2025世界陸上及び東京2025 デフリンピック（ デフスポーツ全
般含む） に係る以下①～⑧の内容を含むスポーツ関連のイベント・
企画

① 競技体験

② アスリート等のステージイベント

③ 情報発信コーナーの設置※

(競技用品の展示、パネル展示、チラシ配布、バッジ配布、動画放映、
ユニバーサルコミュニケーション機器（ 音声を多言語でテキスト化するアプリ
等） 体験、のぼりの掲出 等 3つ以上)

※補助限度額の引上げとなる「複数事業」の定義として、情報発信コーナーは
１ 事業までとする。

④ 手話通訳者の配置
※併せて、手話通訳者配置の周知、デフリンピックに関するPRの実施が必要

⑤ 手話講習会
※併せて、デフリンピックに関するPRの実施が必要

⑥ ダンス楽曲「しゅわしゅわ☆デフリンピック! 」の体験会、練習会

⑦ 応援スタイル「サインエール」の体験会、練習会

⑧ 大会マスコット（ 着ぐるみ） の活用 ※世界陸上マスコットのみ

項 目

３ 広報PR

(1 ) サイネージ広告、車体広告、新聞等への折り込みチラシへの掲載等

(2) 気運醸成に係る装飾

(3 ) 大会に関連するコンテンツ（ リーフレット・動画、PRグッズ、応援グッ
ズ等） の作成、配布・掲出

４ 大会時の取組

(1) パブリックビューイング ※デフリンピックのみ（ 世界陸上は未定）

( 2 ) 観戦招待ツアー ※デフリンピックのみ（ 世界陸上は不可）

５ 大会後の取組

(1) レガシー展示、アスリート報告会等

６ 一般財団法人全日本ろうあ連盟関連

(1) 東京2025デフリンピック大会に向けた未来へつながるプログラム

(2) 東京2025デフリンピック開催に向けた映画上映

７ その他

(1) 上記以外の取組については事前に相談すること

◆R6 年度の世陸・デフ取組・引上げ実績
地域スポーツ区分 → 3 6 自治体
パラスポーツ区分 →  2 9 自治体

R7.2時点
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地域スポーツクラブ関係事業
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東京都生活文化スポーツ局 お問い合わせ先: 03-5320-7715（ 地域スポーツ担当・直通）

交流事業
情報発信

１ ． 地域のスポーツ振興に向けた関係者会議 ＜新規＞
地域スポーツクラブを含む各種スポーツ団体に対する支援策、連携促進策等、地域のスポーツ振興策を検討・

企画する。（ 年３ 回程度開催）

２ ． 登録クラブ活用促進事業
「総合型スポーツクラブ登録・認証制度」について、制度の効果を高めるため、都が行政の立場として、
区市町村行政に対し、以下の２ 点を働きかける。

➀登録・認証制度の普及啓発 ②登録クラブの活用促進
＜令和6年度 実績＞

PRリーフレットを作成して、区市町村、地域スポーツクラブ等へ配布（ 9月配布）

３ ． 情報提供事業 「スポーツTOKYOインフォメーション」
都のスポーツイベント、都内スポーツ施設、地域スポーツクラブの情報等を紹介する。
https://w w w .sports-tokyo-in fo.m etro.tokyo.lg .jp /

４ ． 都立学校施設開放事業
都立学校の施設(体育館、グラウンド、テニスコート、武道場 等)について、地域スポーツクラブに優先貸出する。

＜令和６ 年度 実績＞18クラブ、64種目
（ テニス、野球、フットサル、バスケットボール、バドミントン、フェンシング、ダンス、ボッチャ、モルック 等）

５ ． 都立特別支援学校活用促進事業 ※（ 公財） 東京都スポーツ文化事業団との共催事業
都内の特別支援学校の施設（ 体育館、グラウンド 等） について、障害のある方や障害者スポーツ競技団体等

に優先貸出する。

令和７ 年度 地域ス ポーツク ラ ブ支援事業（ 概要）
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公益財団法人 東京都スポーツ協会 お問い合わせ先: 03-6804-1472（ 直通）

設立・ 運営
活動支援

１ ． 指導者派遣事業
クラブの設立や充実した活動を支援するため、各分野の指導者を派遣し、指導、講義等を行う。

（ ICTを活用した、遠隔での指導も可能）
＜活用例＞ 種目: サッカー、卓球、バドミントン、バレーボール、ボッチャ 等

講義: 危機管理講習会 等

２ ． 特別アドバイザー相談事業
クラブの設立や運営・経営上の課題を解決するため、弁護士、税理士、行政書士などを派遣し、相談に応じる。

＜活用例＞ ・会計処理、税務に関する相談（ 税理士） ・会員管理システムに関する相談（ 民間専門家)

３ ． 支援アドバイザー事業
クラブの設立・育成・運営等の相談に支援担当が応じ、助言や情報提供等を行う。

＜活用例＞ ・クラブの設立について（ クラブとは、クラブ設立方法、メリット 等）
・クラブの運営について（ 運営改善、視察先の紹介 等）
・クラブの支援について（ 東京都スポーツ協会の支援事業の活用について 等）

４ ． 指導者資格等取得支援事業 ＜新規＞
＜趣旨・目的＞

地域の日常的なスポーツ活動の場である地域スポーツクラブに対し、指導者資格等を取得する際の受講料を支援
することで、地域における指導者の確保、指導者の質の向上、組織基盤の強化を図り、学校部活動の地域連携・
地域移行をはじめとする地域のスポーツ環境の整備や活性化につなげる。

＜事業内容＞
地域における指導者の確保、指導者の質の向上等のため、指導者資格等（ 対象のJSPO公認資格） を取得する
際の受講料（ 登録料、更新料等の諸経費は除く） を支援する。
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公益財団法人 東京都スポーツ協会 お問い合わせ先: 03-6804-1472（ 直通）

人材養成
研修支援

１ ． 東京都アシスタント マネジャー養成講習会（ 年１ 回）
クラブスタッフの育成のため、資格取得に必要な講習会を行う。

※本講習会は、（ 公財） 日本スポーツ協会 公認アシスタントマネジャー資格の専門科目として認定されています。
＜講習内容＞ 「地域スポーツクラブとは」 「地域スポーツクラブの現状」 「クラブマネジャーの役割」

「クラブの設立・運営」 等

２ ． クラブ運営スタッフ等研修会（ 年４ 回）
クラブ関係者等を対象として、クラブ運営等に必要な専門知識についてのセミナー（ 研修会） を行う。

＜研修内容＞ 「地域イベント企画づくり」 「登録・認証制度の申請」
「これからの学校部活動に対する地域スポーツクラブの役割」 等

地域貢献
活動支援

１ ． 都民参加事業
地域におけるスポーツ実施率向上のため、クラブ会員に限らず、広く都民の参加促進を目的とした事業を支援する。

（ ※１ クラブ年間 50万円を上限）
＜活用例＞ 「スポーツ文化フェスティバル」 「親子キッズテニス」 「トランポリン教室」 「モルック交流大会」 等

２ ． シニアスポーツ振興事業
高齢者のスポーツ実施率の向上を図り、高齢者の健康維持・増進に寄与することを目的とした事業を支援する。

（ ※１ クラブ年間 20万円を上限）
＜活用例＞ 「ふれあいグラウンド・ゴルフ大会」 「シニアスポーツ教室」 「シニア元気アップ教室」 等
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公益財団法人 東京都スポーツ協会 お問い合わせ先: 03-6804-1472（ 直通）

交流事業
情報発信

１ ． 地域スポーツクラブ連絡協議会
全クラブを対象に、年2回、情報提供・情報交換のために開催する。

※東京都など関係団体も参加

２ ． イベント ブース等における広報（ 仮称）
スポーツイベント等にブースを出展し、クラブのＰ Ｒ やクラブの活動への理解を深めることを目的に、広報物の

配布や活動体験会等を行う。

３ ． 情報提供事業 「東京都地域スポーツクラブサポートネット」
都内クラブの情報等を紹介する。
https://club-tokyo-sports.jp /
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総合型地域ス ポーツク ラ ブ登録・ 認証制度 と は

登録ク ラ ブに参加し てみま せんか？

ス ポーツ 、 教育、 福祉など の事業で登録ク ラ ブを活用し ま せんか？

あなたの地域の登録ク ラ ブは、 裏面を チェ ッ ク

総合型地域ス ポーツ ク ラ ブ※ 1 が地方自治体等と パート ナーシッ プを構築し 、 公益的な事業体と し ての役割

を 果たし ていく ための方策と し て、 活動実態や運営形態、 ガバナンス 等に関する 登録基準※ 2 を設け、 基準

を具備し ている と 認めら れる ク ラ ブを、 登録ク ラ ブと し て認定する 制度のこ と です。

※１ 　 子供から 高齢者ま で（ 多世代）、様々なス ポーツ を愛好する 人々が（ 多種目）、初心者から ト ッ プレ ベルま で、

それぞれの志向・ レ ベルに合わせて参加でき る （ 多志向）、 と いう 特徴を持ち、 地域住民によ り 自主的・ 主

体的に運営さ れる ス ポーツ ク ラ ブ。

※２ 　 総合型地域ス ポーツ ク ラ ブである こ と に加え、 ス ポーツ 指導者の配置、 安全管理体制、 規約等の整備、 同

規約等に基づいた運営、 事業計画・ 予算、 事業報告・ 決算が適切である こ と 等。

総合型地域ス ポーツ ク ラ ブ

登録・ 認証制度及び

登録ク ラ ブのご案内

令和 6 年度版

h ttp s ://w w w .sp o rts-to kyo -in f o .m e tro .tokyo .lg .jp /

re g io na lS p o rts _ reg is tra tio n .htm l

東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部

ス ポーツ 課地域ス ポーツ 担当

0 3 -5 3 2 0 -7 7 1 5（ 直通）電 話

詳細はQR コ ード から

ご覧く ださ い

お問合せ先

115



No . 区市町村名 地域スポーツク ラ ブ名 主な活動種目 主な活動場所

1 中 央 区 一般社団法人中央区地域スポーツク ラ ブ大江戸月島 水泳、 テニス、 サッ カー、 貯筋運動など 月島第一小学校　 豊海小学校　 月島社会教育会館など

2 港 区 港区総合型地域スポーツ・ 文化ク ラ ブ六本木 サッ カー、 テニス、 バド ミ ント ンなど 六本木中学校　 麻布小学校　 東町小学校など

3 新 宿 区 新宿チャ レンジスポーツ文化ク ラ ブ タグラ グビー、 パド ルテニス、 レク ダンスなど
富久小学校　 天神小学校　 新宿中学校　

総合芸術高等学校など

4 墨 田 区 特定非営利活動法人スポーツド アあずま フット サル、 テニス、 ソ フト バレーボールなど 八広地域プラ ザ　 区立八広小学校

5

江 東 区

東陽・ 木場地域スポーツク ラ ブ 空手道、 剣道、 ダンスなど 南陽小学校　 東陽小学校　 東陽南地区集会所など

6 一般社団法人海の森総合型地域ス ポーツク ラ ブ ボート 、 カヌ ー 海の森水上競技場

7 一般社団法人 JOTO WARRIORS テニス、 パド ルテニスなど 豊住庭球場　 木場公園　 猿江恩賜公園など

8 目 黒 区 特定非営利活動法人スポルテ目黒
テニス、 フラダンス、 サッ カー、

ノ ルディ ッ ク ウォーキング、 フェンシングなど

目黒区立碑文谷体育館

目黒区立中央地区・ 南部地区プールなど

9

大 田 区

特定非営利活動法人

地域総合ス ポーツ倶楽部･ ピボッ ト フッ ト
バスケッ ト ボール、 健康体操、 テニスなど 大田区内の企業施設　 高等学校施設　 小中学校施設など

10 一般社団法人田園調布グリ ーンコ ミ ュ ニティ
サッ カー、 ポールウ ォーキング、

グラ ウ ンド ・ ゴルフなど

田園調布親睦会館　 調布大塚小学校

田園調布せせら ぎ公園など

11 特定非営利活動法人大田ウェ ルネスク ラ ブ ヨ ガ、 エアロ ビッ ク 、 健康体操など ウ ェ ルネスコ ンプレッ ク ス レテ

12 一般社団法人 Sports Design Lab レスリ ング、 体操、 ブラ ジリ アン柔術など Sports Design Lab

13

世田谷区

東深沢スポーツ ･ 文化ク ラ ブ サッ カー、 新体操、 卓球など 東深沢中学校　 東深沢小学校

14 烏山スポーツク ラ ブユニオン ダンススイミ ング　 ダンス、 ソ フト テニスなど
烏山中学校プール・ テニスコ ート 　

給田小学校体育館・ 地域開放室

15 し ろやま倶楽部 ソ フト バレーボール、 卓球、 太極拳など 城山小学校　 世田谷中学校　 山崎小学校　 桜木中学校

16 渋 谷 区 一般社団法人渋谷ほんまちク ラ ブ ヨ ガ、 健康体操、 フラ ダンスなど
渋谷本町学園　 本町区民会館

ケアステーショ ン本町ほか

17 杉 並 区 ク ラ ブ 123 荻窪
ウォーキング、 スポーツ吹矢、

チアリ ーディ ングなど

杉並区大宮前体育館　 区立高井戸第四小学校

区立富士見丘中学校など

18 豊 島 区
特定非営利活動法人

地域総合型　 椎の美スポーツク ラ ブ
軟式野球、 サッ カー、 ソ フト バレーボールなど 豊島体育館　 明豊中学校　 豊島高校など

19 北 区 特定非営利活動法人れっど★し ゃっふる 野球、 陸上競技、 バスケッ ト ボールなど 赤羽岩淵中学校　 なでし こ 小学校　 赤羽体育館など

20 荒 川 区 南千住スポーツク ラ ブ バド ミ ント ン、 卓球、 バレーボールなど 汐入小学校　 汐入東小学校など

21 板 橋 区 特定非営利活動法人志村スポーツク ラ ブ・ プリ ムラ フッ ト サル、 卓球、 ダンスなど
区立中台中学校　 区立中台小学校

中台ゴルフセンタ ーなど

22

練 馬 区

特定非営利活動法人コミ ュニティ ネッ ト SSC 大泉 水泳、 テニス、 バド ミ ント ンなど 区立大泉学園町体育館　 大泉西中学校　 大泉第三小学校

23 特定非営利活動法人SSC 谷原アルファ チアリ ーディ ング、 レスリ ング、 ヨ ガなど 練馬区立総合体育館　 練馬区立三原台温水プール

24
特定非営利活動法人

光が丘総合型地域スポーツ・ レク リ エーショ ンク ラ ブ

フッ ト サル、 サッ カー、

アク アエク ササイ ズなど
光が丘第二中学校　 練馬区立光が丘体育館など

25
特定非営利活動法人

スポーツク ラ ブホワ イ エ上石神井
ソ フト バレーボール、 卓球、 ボッ チャなど 上石神井体育館など

26 足 立 区 KIT ク ラ ブ 21 柔道、 空手道、 グラ ウ ンド ・ ゴルフなど 舎人第一小学校　 入谷小学校　 入谷南中学校など

27

葛 飾 区

特定非営利活動法人こ やのエンジョ イ く ら ぶ
元気アッ プ体操、 健康ダーツ、

硬式テニスなど

ク ラ ブハウ ス　 旧小谷野小学校体育館

南綾瀬地区センタ ーホールなど

28 一般社団法人オール水元スポーツク ラ ブ 健康体操、 バド ミ ント ン、 テニスなど
水元総合スポーツセンタ ー　 地域コ ミ ュニティ センタ ー

管内小中学校体育館など

29

江戸川区

一般社団法人清新JAC ラ ンニング、 陸上競技、 幼児体育 スピアーズえどり く フィ ールド （ 江戸川区陸上競技場） など

30 一般社団法人東京23 スポーツク ラ ブ サッ カー、 チアダンス、 ピラ ティ ス
江戸川区臨海球技場　 青森大学東京キャンパス

葛西中学校など

31 一般社団法人 MUCHU 陸上競技、 ダンス、 フッ ト サルなど

船堀小学校　 第三葛西小学校　 平井西小学校

井東小学校　 南葛西小学校　 南葛西第二小学校

大杉小学校　 上小岩小学校

32 一般社団法人城東スポーツク ラ ブ
野球、 健康体操、

フィ ッ ト ネスト レーニングなど

松島コミ ュ ニティ 会館スポーツルーム

松江第一中学校体育館

33 八王子市 八王子市陶鎔地区スポーツク ラ ブ バド ミ ント ン、 バレーボール、 サッ カーなど 陶鎔小学校

34

三 鷹 市

三鷹市ベッ セルスポーツク ラ ブ テニス、 ソ フト バレーボール、 フラ ダンスなど
SUBARU 総合スポーツセンタ ー　 新川テニスコ ート

高山小学校など

35 一般社団法人スカイ リ ミ ッ ト スポーツ三鷹
運動教室、 サッ カー、 ダンス、

キッ ク ボク シングなど

SUBARU 総合スポーツセンタ ー　 東台小学校

こ ひつじ 国際共育センタ ー

36 調 布 市 特定非営利活動法人調和 SHC 倶楽部 剣道、 卓球、 イ ンディ アカなど 市民大町スポーツ施設　 調和小学校

37

町 田 市

特定非営利活動法人アスレチッ ク ク ラ ブ町田

（ 町田ゼルビアスポーツク ラ ブ）
サッ カー、 フッ ト サル、 チアリ ーディ ングなど

ゼルビアフッ ト サルパーク 　 成瀬会館

鶴間公園グラ ウ ンド など

38 特定非営利活動法人スポーツ塾J． VIC 陸上競技、 体幹教室、 小人症サッ カーなど
日本体育大学横浜・ 健志台キャ ンパス

町田 GION スタ ジアム　 南大谷小学校　

39 日 野 市 一般社団法人平山台文化スポーツク ラ ブ 卓球、 バド ミ ント ン、 ハンド ロ ウ ルなど
平山台健康・ 市民支援センタ ー

日野市市民の森ふれあいホール　 南平体育館など

40 国 立 市 総合型地域スポーツク ラ ブく にたちエール
かけっこ 教室、 ウォーキング、

エアロ ビッ ク など

く にたち市民総合体育館　 市内小学校体育館・ 校庭

市内公園など

41 東大和市 地域スポーツク ラ ブ　 はぴねすまいる 東大和 バド ミ ント ン、 ボッ チャ、 ヨ ガなど 東大和市ロ ンド みんなの体育館　 学校体育館

42 羽 村 市 一般社団法人はむら 総合型スポーツク ラ ブはむすぽ チアダンス、 体操競技、 ト ラ ンポリ ンなど
S&D スポーツアリ ーナ羽村　 S&D スイ ミ ングプラ ザ羽村

地域集会施設（ 地域会館） 中央館など

43 西東京市
西東京市総合型地域スポーツク ラ ブ・

にし はら スポーツク ラ ブ
テニス、 卓球、 バド ミ ント ンなど

西原総合教育施設 

体育館・ グラ ウ ンド ( テニスコート ）・ ク ラ ブハウスなど

登録ク ラ ブ一覧（ 令和 6 年 4 月時点）
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部活動の地域連携・地域移行
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 ※ 資料については、 東京都教育委員会のホームページに掲載し ていま す。  

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_ training_ and_ club_ activity/club_ activity.htm l 

 

シンポジウ ムを開催いたし ま し た！！ 

 

シンポジウ ムを 開催いたし ま し た！！ 

 

ニュ ース レ タ ー 第５ 号 

令和６ 年 10 月 東京都 

 

未来へ つなぐ  部活動改革 

学校部活動の地域連携・ 地域移行の背景や、 地域における ス ポーツ ・ 文化芸術環境の将来像、

見込ま れる 効果、 ス ケジュ ール等について、 区市町村、 生徒や保護者、 ス ポーツ ・ 文化芸術関係
者、 学校関係者等の皆様に、 定期的にお知ら せいたし ま す。  

１  部活動の地域連携・ 地域移行シンポジウ ムについて 

大学分科会と ス ポーツ・ 文化芸術団体個別説明会（ 東京都ス ポーツ 協会、東京都ス ポーツ 推進委員協議会、

総合型地域ス ポーツ ク ラ ブ東京都協議会、 日本芸能実演家団体協議会） を開催し ま し た。  

日本体育大学 
①日体大における 地域連携・

地域移行の取組 
②新たな地域ク ラ ブ「 NITTAI

ク ラ ブ」 の設立 

   

松尾 哲矢氏 
（ 立教大学ス ポーツ ウ エルネス 学部） 

新たな地域活動を 立ち上げる
視点で考える 必要があ る 。 ま
た、行政、 学校、 保護者、 地域
が当事者意識を も つこ と が 

改革につながる 。  

森元 俊太郎氏 
（ FC 東京 フ ァ シリ ティ 事業部長 ）  

受皿団体を 増やすためには、
指導者の雇用確保が必要。 そ
のために、 対象を 様々な世代
に拡げ、 持続的な収益構造を 

構築する こ と が必要。  

矢子 達哉氏 
（ 総合型地域ス ポーツク ラ ブ東京都 

協議会 副幹事長 ）  

こ の改革によ り 、 地域のク ラ ブ
に参加し た中学生が数年後に指
導者と し て戻る など 、 地域ス  
ポーツ の活性化につながる 。  

 

( 1 )  第１ 部 取組等発表 

 

( 2 )  第２ 部 パネルディ ス カッ ショ ン 

(3 )   第３ 部 分科会 

「 東京の資源を活用し た部活動の地域連携・ 地域移行の在り 方について」  

板橋区教育委員会 
①「 いたばし 地域ク ラ ブ」 の設立 
②板橋区における ビ ジョ ン の策定 
③持続可能な体制の模索 

よ う がコ ミ ュ ニ 
ティ ーク ラ ブ 

①部活動の受け皿
と なり 、 競技志
向ではない生徒
が楽し める 活動
を重視 

②生徒と 話し 合い
ながら 、 効率の
良い練習方法を
模索 

 

ヨ ーコ ・ ゼッ タ ーラ ンド 氏 
（ オリ ンピ アン）  

地域の資源を 生かし 、 新たな
シス テム を 構築する ために、
つなぎ役のコ ーディ ネータ ー    

が大切と なる 。  
 
 

 

池田 敦司氏 
（ UNIVAS 専務理事・ 仙台大学 教授） 

学生が中学生と 関わる こ と の
意義を 整理し 、 学生が携わり
やすく する ために、 大学の中  

に組織を つく る こ と が 
必要と なる 。  

 

大塚 洋一氏 
（ 東京都中学校体育連盟 顧問）  

大会運営については、教員だけ
では限界がき ており 、競技団体
等と の連携が必要と なる 。  
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発行日: 令和６ 年 10 月 18 日  発行者: 東京都  問合せ先: 教育庁指導部 03（ 5320） 7474  

( 1 )  令和５ 年度に、 次の地区で部活動の地域移行に向けた実証事業が行われま し た。 詳細については、 Ｕ Ｒ Ｌ から  

成果報告書を御覧く ださ い。  

ス ポーツ 庁「 部活動の地域移行等に向けた実証事業」: 品川区、 渋谷区、 杉並区、 板橋区、 日野市、 狛江市 

成果報告書 https: //w w w .m ext.g o.jp /sports /b_ m enu/sports /m ca tetop01/list/jsa _ 00016 .htm l 

文化庁「 部活動の地域移行等に向けた実証事業」: 渋谷区、 日野市 

成果報告書 https: //w w w .bunka .g o.jp /se isaku /ge iju tsubunka /sobunsa i/93877101.htm l 

 
( 2 )  令和 6 年度は、次の地区で実証事業が行われていま す。 詳細については、今後のニュ ース レ タ ー等で紹介し て 

いき ま す。  

ス ポーツ 庁「 部活動の地域移行等に向けた実証事業」: 品川区、 渋谷区、 中野区、 板橋区、 日野市、 狛江市 

文化庁「 部活動の地域移行等に向けた実証事業」: 渋谷区、 板橋区、 日野市、 狛江市 

 

 

３  区市町村立中学校における 実証事業について  

２  都立中学校・ 中等教育学校における 部活動の地域移行の試行実施について  

学校教育の一環と し て部活動において行われていたス ポーツ ・ 文化芸術活動を、  

東京都教育支援機構（ TEPR O） が実施主体と なり 、 休日は地域ク ラ ブ活動と し て実施 

東京都教育委員会 

公益財団法人東京都教育支援機構（ TEPRO）  

・ 地域ス ポーツ団体 
・ 民間事業者 など 

都立中学校等 1 0 校 6 8 ク ラ ブで実施 

＜令和５ 年度の成果と 課題＞ 
○ 成果 

・  TEPRO が、 生徒の出欠確認、 指導者と の連絡調整、 保険加入手続、 事故対応等を担い、 休日の活動を学
校部活動ではなく 地域ク ラ ブ活動と し て運営し たこ と によ り 、 教員の負担を軽減する こ と ができ た。  

・  指導者の選定において、 各学校から 教育指導上の意見を聴取する と と も に、 面接や研修を実施し 、 専門的
な指導力を有する 人材を各学校の状況と マッ チングさ せた上で派遣し たこ と によ り 、生徒の技能やモチベー
ショ ンを 向上さ せ、 充実し た活動を実施する こ と ができ た。  

○ 課題 
・  学校の教職員が関わら なく ても 、 運営団体・ 実施主体の職員のみで学校施設の解錠及び施錠等を 行う こ と

ができ る 体制を 整備する 必要がある 。  
・  安全かつ効果的な指導の充実に向け、 複数人の指導者で指導する 必要がある 。  

 
 課題解決に向けた令和６ 年度の主な取組 

 ・  活動日には、 コ ーディ ネータ ーを常駐さ せ、 学校の教職員に頼ら ない学校施設の管理を実施し ている 。  
 ・  指導の充実に向け、 補助の指導者と し て、 連携し ている 大学から 学生の指導者を派遣し ている 。  

学校 

委託 

運営 

委託・ 委嘱 

指導 

連携 

＜主な検証事項＞ 

 ( 1 )  地域団体と 学校と の連携    ( 2 )  外部委託によ る 教員の負担軽減  ( 3 )  地域ク ラ ブ活動における 指導者の質の確保 

(4 )  活動場所の確保・ 施設の管理  ( 5 )  教員等の兼業・ 兼職 
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ニュ ース レ タ ー 第６ 号 

令和７ 年１ 月 東京都 

 

未来へ つなぐ  部活動改革 

学校部活動の地域連携・ 地域移行の背景や、 地域における ス ポーツ ・ 文化芸術環境の将来像、
見込ま れる 効果、 ス ケジュ ール等について、 区市町村、 生徒や保護者、 ス ポーツ ・ 文化芸術関係
者、 学校関係者等の皆様に、 定期的にお知ら せいたし ま す。  

１  東京都中学校体育連盟主催の大会について 

東京都中学校体育連盟においては、 生徒の参加機会の確保の観点から 、 様々な見直し を行っていま す。  

本号では、 よ く ある Ｑ ＆Ａ （ 質問・ 回答） を御紹介いたし ま す。  

 

Q 都外の学校に在籍し 、 都内の地域ク ラ ブ活動に所属し ている場合、 都の大会に出場でき る のでし ょ う か。  

A 地域ク ラ ブ活動の登録競技団体届出の所在地が東京都であれば、 都の大会に出場でき ま す。  
 

Ｑ  部活動と 地域ク ラ ブ活動の両方に所属し ている 生徒は、 両方から 出場し ても よ いのでし ょ う か。  

Ａ  両方から 出場する こ と はでき ま せん。  
 

Ｑ  地域ク ラ ブ活動の引率は、 教員が行う のでし ょ う か。  

Ａ  教員ではなく 、 地域ク ラ ブ活動の団体の代表者・ 指導者が引率を行いま す。  
 

Ｑ  地域ク ラ ブ活動の団体も 大会運営に携わら なければなら ないのでし ょ う か。  

Ａ  地域ク ラ ブ活動で参加する 場合においても 、 競技役員や審判など運営上必要なこ と に 

御協力いただき ま す。  

東京都中学校体育連盟ホームページ https: //tocyuta i.j im do free.com / 

東京都中学校体育大会実施要項、 申請書類、 受付先など、 こ ちら から 御覧いただけま す。  

 

Ｑ  合同チームや拠点校方式チーム で大会に出場でき る と あり ま すが、 何が違う のでし ょ う か。  

Ａ  合同チームと は、 設置し ている 部活動において、 部員数が競技人数を下回る 場合、 他の学校の部活動と  

チームを組むも のです。 その際、 １ 校については、 部員数が競技人数を上回っても よ いと し ていま す。  

拠点校方式チーム と は、 学校に希望する 部活動の設置がなく 、 その競技に参加し たい生徒がいた場合、  

拠点と なる 他の学校がその生徒を受け入れてチームを組むも のです。  
 

（ 例） サッ カーの合同チーム           （ 例） サッ カーの拠点校方式チーム  

A 校・ B 校・ C 校のチーム で大会出場       D 校・ E 校・ F 校のチームで大会出場 

 

    

 

Ｑ  部活動で大会に出場する 場合、 監督・ 引率でき る のは、 校長 ・ 教員・ 部活動指導員のみでし ょ う か。  

Ａ  校長 ・ 教員・ 部活動指導員が引率できず、 校長がやむを得ないと 判断し た場合には、 個人競技のみなら ず

団体競技等においても 、 外部指導者によ る 引率・ 監督資格を認めていま す。  

 

Ａ 校     Ｂ 校     Ｃ 校 

 

D 校        E 校        F 校 

拠点校 
サッ カー部がない サッ カー部がない 部員 3 名      部員２ 名       部員 12 名 

地域ク ラ ブ活動も 、 大会への参加が可能になっ ていま す!!  

 

( 1 )  地域ク ラ ブ活動から の出場について 

 

( 2 )  部活動の合同チームや拠点校方式チームについて 

 ( 3 )  部活動の大会出場における 監督や引率について 

サッ カ ー部 
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発行日: 令和７ 年１ 月 23 日  発行者: 東京都  問合せ先: 教育庁指導部 03（ 5320） 7474 

部活動と し ての設置がなく 、 生徒アンケート で希望の多かった「 ダンス ク ラ ブ」 を地域で展開 

希望し た 

生徒が参加 

ダンス 部がない 

【 対象】 区内中学校 北部 

中部 

南部 

【 指導者】  

地域のフィ ッ ト ネス ク ラ ブから  

専門的な指導者を派遣 

【 活動場所】  

区内に３ か所ある  

ス ポーツ・ コ ミ ュ ニティ プラ ザ 

 

・  活動場所である スポーツ・ コ ミ ュ ニティ プラ ザの指定管理者（ 運営会社） と なっている 地域のフィ ッ ト ネス

ク ラ ブから 指導者を 派遣する こ と で、 円滑なク ラ ブ運営を実施 

・  アプリ ケーショ ンソ フ ト を活用し て、 出席・ 欠席を確認 

３  令和６ 年度 ｢未来へ つなぐ  部活動改革 アンケート ｣の結果について  

２  中野区における 実証事業の取組について  

中野区では、 今年度から ス ポーツ庁の委託事業と し て、 将来にわたり 子供たちがスポーツに継続し て親し むこ

と ができ る 機会を確保する こ と を目的に、 部活動の地域連携や地域移行に向けた環境の一体的な整備を図る た

め、 実証事業に取り 組んでいま す。  

44.2%

34 .9%

13.5%

10.1%

10.9%

11 .6%

31.4%

43.4%

0% 10 % 20% 30% 40% 50% 60% 70 % 80% 90% 100%

知っ ている

知ら ない

同じ 種目に参加 両方と も 参加 異なる 種目に参加 不参加

部活動の地域連携・ 地域移行に関する 意識を把握する ため、 都内の公立中学校等に在籍する生徒及び保護者、

都内公立中学校等に所属する 教員を対象と し て、 令和６ 年７ 月にアンケート 調査を実施し ま し た。  

集計結果は、 以下 URL から 御覧く ださ い。  

https: //w w w .kyo iku.m etro.tokyo.lg .jp /school/content/files/1review _ com m ittee /r6_ 02_ 02 .pd f  
 

ク ロ ス 集計 : 【 生徒対象】 地域移行の認知度 × 地域ク ラ ブ活動への参加希望 

【 生徒対象】  地域移行の認知度       【 生徒対象】 地域ク ラ ブ活動への参加希望 

23.0%

77.0%

知っている 知ら ない

37.1%

10 .9%
11.4%

40.6%

同じ 種目に参加 両方と も 参加 異なる 種目に参加 不参加

「 地域移行について知っている 」 と 回答し た生徒の方が、「 知ら ない」 と 回答し た生徒よ り も 、 地域ク ラ ブ活動へ

の参加を希望する 割合が高いこ と が分かり ま し た。  

生徒が通いやすい

活動場所を 選択 
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